
地域で活動している

　外国人市民と市民との相互理解や交流を深めるために活動している、国際交流活動団体を紹介します。

観光ボランティアガイドひまわりの会

アーサー・レクティー Arthur Lechte

豊橋市国際交流員
Toyohashi City Coordinator for 
International Relations

アーサー・レクティーさんのコラムの英文を
みたい方は、豊橋市国際交流協会のホーム
ページ（http://www.toyohashi-tia.or.jp）
をご覧ください。
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第2回  英語と標準語

　他の国と比べても、日本語は数多くの方言が存在
する言語で、日本に来た外国人が最初に気づくこと
といえばこれかもしれません。母国の学校で日本語
を一生懸命勉強したはずが、日本の各地域で、方
言という壁を前にして全くコミュニケーションが成立
しないというのは決して希なケースではないでしょう。
　世界で日本語を第一言語として使われているのは
日本しかない反面、英語を母国語とする国は世界で
20ヶ国ほどといわれています。この為、英語は国ごと
で独特な言い回しやイントネーションや言葉などが生
まれても、そう不思議ではありません。私にとって日本
の一番興味深いところは、日本という小さな島国のな
かでいくつもの方言があって、しかも、地域ごとのバリ
エーションを含めると100種類以上もあることです。
　ここまでいろんな喋り方があると、やはり日本人同
士ですらコミュニケーションが成立しない時もあると
聞きました。じゃあ、外国人には尚更無理じゃないか
（笑）などと思ってしまいましたが、だからこそ日本には
「標準語」というのがあって、標準語を習う必要があ
るんだな、と納得しました。重要な場面で、共通の喋り

方を設定するこ
とでコミュニケー
ションを円満にし
ているのです。
　では、英語の
「標準語」とは何
なのか。日本で
「標準語」を使う
場面といえば、ビ

ジネスの交渉などの重要な場面ですが、たとえば、
英語を母国語とする国々の企業の代表者が集まっ
たらどの「方言」を「標準語」とするのか。実は、英語
という言語には特に「標準語」という概念はありませ
ん。コミュニケーションに支障をもたらすほどのアクセ
ントは無いため、標準語がある必要がないからで
す。いろんなアクセントが存在し、それにほとんどの
人は慣れています。ただ、「堅い表現の英語」という
のはあります。これは、論文や外交の場などで使わ
れる文型で、これが日本で言う「標準語」に近いと思
います。これは論文や外交の場で使われていて、英
語を第二言語として教える際に、この「堅い英語」が
使われています。ただ、日本の「標準語」と違う最大
のポイントは、この堅い英語はあくまで文型なので、
発音は各国々によってバラバラで、正式な「標準英
語」というのは存在しないことです。
　現在日本では、アメリカ英語が標準語だと認識し
ている人が多いと感じました。英語教師をしているイ
ギリス出身の友人は、授業中、日本人の英語教師か
らアメリカ風の発音を教えるように指示を受けるケー
スもたまにあると聞きます。彼が言うには、アメリカは
代表的な移民国ということもあり、アメリカの各地域
ではいろいろなアクセントの「アメリカ英語」が使われ
ているのだから、「アメリカ英語」の発音にこだわるの
はどうなのか。「グローバルな人材の育成」を目標と
するならば、まず、どの国の英語が「正しい」か「間違
い」かではなく、様々な形の英語が存在することと、
どれを使ってもコミュニケーションは問題なく成立す
るということを知ってもらいたい、とのことでした。
　こういったこだわりを捨てることで、英語教育での
「不正解」を減らして「正解」を増やせれば、もっと気
軽に英語を喋れるようになるのではないでしょうか。

問合せ　☎090-9929-4006（紅林 正男）
　　　　　masao-k@lake.ocn.ne.jp

市内在住の留学生、外国人の方に豊橋に住んで日
頃感じていることなどを紹介いただくコーナーです。

　豊橋市国際交流協会によるボランティア通訳講習
会（全3回）を終了後、有志10名で平成12年9月にスタ
ートした「ひまわりの会」は、今年で丸15年が過ぎ16年
目に入りました。当会は豊橋市国際交流協会の団体
ボランティアであり、また豊橋観光ボランティアガイドの
会「穂の国豊橋案内人」の会員にも一部の人が入っ
ています。
　観光案内は年10回程度、豊橋市内及び周辺地域
（豊川、蒲郡、田原、湖西、新城ほか）を対象としていま
す。例会は月1回（第3土曜日の午後）、あいトピアで情
報交換、次回観光ガイドの勉強会、フリートークなどを
行っています。
　観光ガイドとしては、豊橋技術科学大学留学生、市
内及び近郊在住の外国人を対象として現在までに約
40カ国、約200人以上の外国人を豊橋及び周辺地域
に観光案内をしてきました。観光ガイドを通して外国人
にこの地域の歴史、文化また産業を知ってもらい、楽し

かったと言ってくれる人たちに会えることは我々の喜び
であり、今後も続けていきたいと思っています。
　また豊橋ペルー人協会の依頼で、月2回（第2、4土
曜日の午後）日本語教室のサポートを行っており、Face 
bookにはひまわりの会の活動が載っています。今後も
観光ガイドを中心に、豊橋市のPRに努めたいと思いま
す。尚、現在会員募集中です。興味のある人は初心者
でも歓迎していますのでぜひ参加してください。

豊橋技術科学大学　環境生命工学科学部3年
クンラウォン・ソンミー（中央）（ラオス出身）
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　私は子供の時から日本に留学したいという夢を持
っていました。日本はアジア諸国のリーダーとして最先
端技術を持っていて、人が礼儀正しく魅力的な国で
す。日本とラオスは異なる点が多くあります。ラオスは
雨季と乾季しかなく、一年中暑いです。でも、果物は
いくつも種類がありとても美味しくてお勧めです。物
価も安いので、住みやすい所だと思います。
　日本に来て一年目は日本語学校で日本語を勉強し
ました。その後、私は化学に興味を持ち、東京高専の
化学系の学科に編入しました。3年間勉強に励み、
卒業後さらに化学の勉強をするために豊橋技術科
学大学に編入しました。大学に来たばかりの頃は、環
境にまだなれていないこともあり、授業も多く大変でし
たが、しばらく経つと多くの日本人や留学生の友達が
できました。自分の国についてみんなに紹介できるの
は本当に嬉しいです。

　私が日本にきて分かったことの一つは、勉強だけ
でなく、人とコミュニケーションを取る必要があるという
ことです。他の国とは文化や習慣が異なり、面白いこ
とが沢山あることが分かり、私は段々他の国に興味を
持つようになりました。そして豊橋市国際交流協会に
出会い、昨年10月に留学生たちと豊橋まつりに参加

し、日本の伝統
的なダンスを体
験しました。疲れ
たけれど楽しく、
色々な国の人と
出会え参加して
良かったです。
また来年も行き
たいです。

Living in Japan

Pardon… Do you
understand?
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